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経済企業委員会会議録 

 

平成２４年５月７日 月曜日 

  午前９時０１分開議 

  午後３時５７分閉議（実時間 ６０分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．所管事務調査 

 ・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

  （八代海の海面調査（管内調査）） 

 ・病院・水道事業に関する諸問題の調査 

  （市立病院あり方検討会からの提言書） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  百 田   隆 君 

副委員長  前 川 祥 子 君 

委  員    太 田 広 則 君 

委  員    田 中   茂 君 

委  員    古 嶋 津 義 君 

委  員    村 上 光 則 君 

委  員    山 本 幸 廣 君 

委  員  幸 村 香代子 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 農林水産部長     橋 口 尚 登 君 

  水産林務課長    濱 本   親 君 

 部局外 

  市立病院長     永 利 憲 一 君 

  市立病院事務長   松 本   浩 君 

                                

○記録担当書記     増 田 智 郁 君 

 

（午前９時０１分 開会） 

○委員長（百田 隆君） それでは、定刻とな

り、定足数に達しておりますので、ただいまか

ら経済企業委員会を開会いたします。 

 本日は、当委員会の所管事務であります産業

・経済の振興に関する諸問題の調査及び病院・

水道事業に関する諸問題の調査を議題として、

まず八代海の海面調査についての管内調査を行

い、その後、市立病院より、市立病院あり方検

討会からの提言書について報告を受けることと

しております。 

                              

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（八

代海の海面調査（管内調査）） 

○委員長（百田 隆君） それでは、本日の日

程は皆様のお手元に配付してありますレジュメ

のとおりですが、執行部からの日程の説明をお

願いしたいと思います。 

○農林水産部長（橋口尚登君） 委員長。 

○委員長（百田 隆君） 橋口農林水産部長。 

○農林水産部長（橋口尚登君） はい。おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）農林水産部の橋口です。どうぞよろ

しくお願いします。本日は、早朝よりお世話に

なります。 

 委員長より御紹介がありましたように、本日

は海面調査を予定いたしております。詳細につ

きましては、水産林務課の濱本課長より御説明

いたします。どうぞよろしくお願いします。 

○水産林務課長（濱本 親君） はい。 

○委員長（百田 隆君） 濱本水産林務課長。 

○水産林務課長（濱本 親君） はい。おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）きょうは１日よろしくお願いいたし

ます。座って説明させていただきます。 

 お手元の資料の１ページをごらんください。

本日の海面調査のスケジュールでございます。 

 まず初めに、９時１５分に市役所をマイクロ
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バスにて大型船だまりへ移動となります。そし

て、９時３０分に到着いたしまして、ベイハイ

号に乗船していただきます。そして、ベイハイ

号に乗られましたら、北側のほうの鏡のほうへ

行きまして、アサリの放流体験ということにな

っております。スタッフのほうが、もう鏡のほ

うに行って、貝の準備関係はやっております。

そこで合流ちゅう計画でおります。 

 そして、また南のほうに戻ってきまして、ア

マモ場の現地調査ということで、加賀島地先に

なっております。 

 そして、１１時３０分になりまして黒島へ上

陸して、昼食となります。 

 そして、昼食後、１２時４０分に、また黒島

を出発いたしまして、１時５分に大型船だま

り、出港した場所にまた帰港いたしまして、二

見漁港のほうへマイクロバスにて移動いたしま

す。そして、１時４５分に二見漁港のほうに着

いて、現地を調査、説明をしてもらいます。 

 そして、２時にまた二見漁港を出発をいたし

まして、マイクロバスで金剛平和町の堤防のほ

うへ移動をしてもらいます。して、２時２０分

に堤防に到着されまして、陸上からのアマモ場

の視察をしてもらいます。 

 そして、２時３５分に堤防を出発いたしまし

て、市役所到着を３時の予定にしております。 

 簡単ではございますが、流れとしては、時間

の流れは今の説明したとおりでございますが、

きょうはちょっと風も強うございます。そし

て、陸、島関係の上陸関係とか、船の乗船関

係、おりるときなんかの足元は何かを必ずつか

まえて乗られるように心がけとってください。

急に突風が来る可能性があります。 

 以上で説明終わらせていただきます。 

○委員長（百田 隆君） ただいまの本日の日

程について何か質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（百田 隆君） ないようでしたら、

以上で質疑を終了します。 

 それでは、管内調査のため、しばらく休憩い

たします。 

（午前９時０５分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時５１分 開議） 

○委員長（百田 隆君） 皆さん、大変お疲れ

さまでございました。（｢お疲れさまでした」

と呼ぶ者あり） 

 それでは、休憩前に引き続き、経済企業委員

会を再開いたします。 

 ただいま視察してまいりました管内調査につ

いて、質疑、御意見等はありませんでしょう

か。 

○委員（山本幸廣君） ちょっとよろしいです

か、委員長。 

○委員長（百田 隆君） はい。 

○委員（山本幸廣君） お疲れさまでした。 

 この資料の８ページなんですが、課長、アサ

リの食害生物であるナルトビエイかな、これの

駆除の今の状況、これは平成２３年の写真の添

付ですか。 

○水産林務課長（濱本 親君） そうですね。 

○委員（山本幸廣君） ２３年。全部ですね。 

○水産林務課長（濱本 親君） はい。 

○委員（山本幸廣君） よろしゅうございま

す。 

○委員長（百田 隆君） 濱本水産林務課長。 

○水産林務課長（濱本 親君） はい。そうで

す。２３年でですね、補足で、７２６匹とれて

おります。雄が２７６匹で、雌が４５０匹で

す。キロでいきますと、１万４６３キロとれて

おります。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） ありがとうございまし

た。 

○委員長（百田 隆君） ほかにありません

か。 
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 田中委員。 

○委員（田中 茂君） はい。きょう見せても

らって、ほんとお疲れさまでした。 

 アサリのですね、放流といいますか、きょう

のですね、ああいう形と、時期的に今ぐらいと

秋もあるということを聞いてるんですけど、大

体効果的にはどちらが効果的かということとで

すね、全体量をどのくらいの地区に分散される

のか、そこいらをちょっと教えてください。 

○水産林務課長（濱本 親君） はい。 

○委員長（百田 隆君） 濱本水産林務課長。 

○水産林務課長（濱本 親君） はい。効果的

なのは秋が効果的だそうです。だけども、やは

り春もしますけど、春が６月の梅雨時期にかか

ってですね、淡水関係の絡みもあるみたいでご

ざいます。 

 だけども、やはりまかないわけにはいかなく

てですね、まいて、やはり浮遊体、子供です

ね、子供を産ませるという考え方で、きょう放

流してもらったのが大体２年もんぐらいだそう

です。八代の場合が１年か１年半ぐらいで、成

長が早いみたいで、よそのはちょっと成長が、

ちょっときょうは小さかったみたいでですね。

だけども、もう子供を産めるちゅうような形だ

そうです。 

 放流のですね、分散はですね、大体全体で２

４トンほど放流、やっております。で、各、群

築、大島、塩屋、千反、二見、昭和、千丁、鏡

ちゅう形でですね、各地区で放流数は少しずつ

違ってはいますけど、分けて、４漁協さんの了

解のもとで放流をやっております。 

 以上です。 

○委員（田中 茂君） はい、わかりました。 

○委員長（百田 隆君） 田中委員、今のでい

いですか。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（百田 隆君） じゃあ、ほかにあり

ますか。 

○委員（太田広則君） はい、いいですか。 

○委員長（百田 隆君） 太田委員。 

○委員（太田広則君） はい。関連して、きょ

うは貴重な体験をありがとうございました。 

 きょう放流したやつが、この生息状況調査と

いうところ、５ページを見てみますと、翌日か

数日内にアサリの生存、分布密度などを確認す

るちゅうことで、これ、だれが調査をいつ、予

定は何かありますか。きょうまいたやつをもう

早速調査するんですかね。 

○委員長（百田 隆君） はい、濱本水産林務

課長。 

○水産林務課長（濱本 親君） はい。きょう

の部分に関しては、早急はできないと思いま

す。やはり干潟になって、陸地になる部分に関

しては早急に陸地のほうから行って調査できま

すけど、きょう放流した場所関係は鋤簾という

ような形で、船で行ってですね、腰までつかっ

た形ですくい上げて、そのときに小さい卵形は

わからないから、何カ月かたった後に、あ、放

流したサイズより小さいのがでけてるなちゅう

ような形でわかるような状況になってこようか

と思います。 

 以上です。 

○委員（太田広則君） はい、わかりました。 

○委員長（百田 隆君） じゃあ、ほかにござ

いませんか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（百田 隆君） はい、前川副委員

長。 

○委員（前川祥子君） はい。ことしは私たち

も今放流してまいりましたけど、毎年やってら

っしゃるんでしょうか。そうすると、ことしが

１０００万ほどつけられたというふうに、予算

をですね。毎年大体どれぐらい予算をつけての

形になってるんでしょうか。 

○委員長（百田 隆君） はい、濱本水産林務

課長。 
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○水産林務課長（濱本 親君） はい。八代全

域で大体４００万ほど、大体かけております。

して、今回がプラスの１０００万と。して、御

存じのとおり、昨年度やはり９０％近く死滅し

てる関係上、早急にやはり浮遊幼生ですね、卵

ですね。それを数多くもうけると。それもやは

り潮の流れ関係で、どこに定着するかわからな

い関係で、ある程度分散したところで放流する

ちゅう作業入っております。 

 以上です。 

○委員長（百田 隆君） いいですか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（百田 隆君） はい。 

○委員（前川祥子君） はい。きょうの船の中

でお伺いした中でですね、アサリの漁獲で生産

量を上げてるのが、全体の７割から８割という

ふうに聞きましたので、ぜひこれはですね、や

はり漁民のためにもですね、成功させていただ

きたいし、もし失敗に終わったにしてもです

ね、もう（聴取不能）というですね、形で打っ

ていただければなというふうに思います。 

○委員長（百田 隆君） はい、濱本水産林務

課長。 

○水産林務課長（濱本 親君） はい、わかり

ました。そのように頑張っていきたいと思いま

す。 

○委員長（百田 隆君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（百田 隆君） それでは、質疑、御

意見も出つくしたようでございますので、以上

で八代海の海面調査についての管内調査を終了

いたします。 

 小会といたします。 

（午後２時５８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時５９分 本会） 

・病院・水道事業に関する諸問題の調査 

（市立病院あり方検討会からの提言書） 

○委員長（百田 隆君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、市立病院あり方検討会からの提言書に

ついて執行部から発言の申し出があっておりま

すので、これを許します。 

○市立病院長（永利憲一君） はい。 

○委員長（百田 隆君） はい、永利市立病院

長。 

○市立病院長（永利憲一君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）八代市立病院

のあり方検討会からの提言書につきまして、松

本事務局長より御報告させていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（百田 隆君） 松本市立病院事務局

事務長。 

○市立病院事務長（松本 浩君） こんにち

は。市立病院の事務長の松本でございます。 

 市立病院のあり方検討会の提言につきまし

て、御報告をさせていただきたいと思います。

座って御説明をしたいと思います。 

○委員長（百田 隆君） はい、どうぞ。 

○市立病院事務長（松本 浩君） あり方検討

会でございますが、昨年１１月から２月まで、

計４回検討会を開催し、市立病院の目指す診療

機能、経営基盤の安定、施設改修、地域との連

携を中心に貴重な御意見をいただき、提言書と

いう形で取りまとめを行っていただきました。 

 そして、去る４月１１日、福島市長に対しま

して、宮村検討会会長より提出がなされたとこ

ろでございます。 

 事前にお配りをしておりました八代市立病院

のあり方について提言書という資料がお手元に

ございますけれども、具体的な提言につきまし

て、御説明をさせていただきたいと思います。

お手元の資料の５ページをお開き願いたいと思

います。 

 １、市立病院が目指す診療機能についてであ
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りますが、医療の高度化や専門化が進み、市民

の医療サービスへの需要が多様化する中、市民

が真に必要としている医療、また市立病院に求

められているものは何か、医療機関や介護施設

などとの連携、医療の機能分担を視野に検討を

行っていただきました。 

 まず、（ア）外来機能ですが、宮地地域には

ほかに医療機関がなく、仮に廃院となったとし

ても、個人での開業が見込まれるので、市立病

院であり続ける必要はないのではないかといっ

た御意見もありましたが、宮地地域での個人経

営が成り立つかどうかを考えた場合、新規に開

業するには相当の資金が必要で、患者を確保

し、収益を上げながら返済をしなければならな

い。また、開業した後の後継者のことも考えな

くてはならないなど、厳しい条件がある。この

ため、個人の開業は見込めず、外来機能はぜひ

必要である。 

 また、高齢化社会のますますの進展により、

高齢者に対する医療需要の増大が予想されるた

め、高齢者のさまざまな疾患に対応した、総合

的に診る総合診療を推進する。そして、患者の

立場に立ち、平日の午後診療についても検討す

べきとの御意見であります。 

 次に、（イ）入院機能ですが、地域医療の連

携は、急性期から回復期を経て自宅に戻るま

で、患者が一貫した治療方針のもとに切れ目の

ない医療を受けることができるようにすること

ですが、八代地域では圏域外へ入院される患者

数が、圏域外より入院する患者数を上回ってお

り、入院患者の流出傾向が続いています。 

 そのような状況の中、地域医療の充実を図る

上で、大病院からの急性期を過ぎた患者の受け

皿、あるいは介護福祉施設からの受け入れ医療

機関が必要とされています。このため、市立病

院が紹介患者を受け入れることは重要な意義が

ある。 

 そして、八代地域から期待される病院として

の機能を果たすためには、回復期医療の充実を

図る必要があり、現在、リハビリ機能がないた

め、リハビリ機能はぜひ必要であるとの御意見

であります。 

 次に、（ウ）結核患者受け入れですけれど

も、自治体病院の使命と役割が、地域において

提供されることが必要な医療のうち、採算性の

面から民間医療機関による提供が困難な医療を

提供することにあるとされております。一方、

国と地方財政が逼迫する今日、公営企業として

の健全で自立した経営基盤を確立することが求

められているところであります。 

 委員御承知のとおり、本院の結核入院患者数

は、１日平均１０名以下で、結核病床不採算分

として、一般会計より毎年１億二、三千万円の

繰り入れを行い、収支の均衡を図っているとこ

ろでございます。 

 検討委員からは、他の自治体病院は不採算の

ため結核病床を廃止している。熊本南病院にお

いて治療が受けられるので、減床あるいは廃止

してもいいのではないかといった御意見があっ

たところです。 

 しかし、本院が熊本県の結核対策会議で標準

治療を行う病院の１つに位置づけられているこ

とや、新型インフルエンザ患者の入院医療機関

であること、また感染症の爆発的な流行に備え

る必要もあることなどから、結核病床の見直し

を行う場合、熊本県保健医療計画の中での位置

づけなどを踏まえ、慎重に検討すべきとの御意

見であります。 

 次に、６ページをお願いいたします。 

 ２、経営基盤の安定についてであります。市

立病院は公営企業でありますが、経営基盤の確

立がその存続の前提条件となると考えられます

ので、経営基盤強化に向けた必要な取り組みに

ついて検討を行っていただきました。 

 まず、（ア）安心で信頼できる医療の確保で

すが、医療の基本となりますが、引き続き、医
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療安全管理委員会や感染防止対策委員会を定期

的に開催し、患者が安心して安全な医療を受け

られる環境整備に努めること。また、患者の個

人情報やプライバシーなどの保護についても万

全な措置を講ずること。 

 次に、（イ）医療の質の向上ですが、病院経

営で一番優先されるべきは医療の質であり、患

者への医療の提供ですが、医療は日々進化発展

しており、医療スタッフの専門的知識や高度技

術習得に関する支援を強化することは、人材育

成を図る上で重要である。このため、積極的に

専門研修や学会へ参加し、医療の質の向上を図

り、患者に満足いただける医療サービスを提供

すること。 

 次に、（ウ）公営企業法の全部適用ですが、

メリットとして、市長部局より完全に独立し、

職員の身分、配置、採用など、労働条件を病院

で決めることができ、病院経営の自由度が高ま

ることとなるので、ぜひ公営企業法の全部適用

を採用すべきという御意見で、平成２５年度よ

り実施すべきである。 

 そして、経営改善に向けては、全職員が問題

意識をしっかり持ち、モチベーションを高める

とともに、職員間の話し合いや協力体制を密に

し、全職員で取り組む体制が不可欠である。 

 次に、（エ）管理職員の配置ですが、院長及

び事務長は、経営のトップとして長期視点をも

って管理運営することが重要でありますが、事

務長は二、三年おきの交代となっており、経営

改善の障害となっているという御意見がありま

した。 

 このため、医療経営の専門知識のある者を事

務長職として配置することが経営改善には必要

であり、外部より事務長を採用することも含

め、検討が必要である。 

 次に、（オ）情報発信ですが、議員の皆様か

らも御指導をいただいておりましたが、市立病

院が行っている医療サービスが市民の皆様に満

足に理解されていない状況でありますので、至

急ホームページの立ち上げや病院独自の広報紙

発行を行い、情報発信に務めること。このこと

は患者数確保や医師確保対策においても有効で

ある。 

 続きまして、３、施設改修についてでありま

すが、市立病院は改築後４２年が経過し、施設

の老朽化が顕著となっており、耐震診断も未診

断であります。現施設のままで診療を続けるこ

とは不可能と考えられますことから、方向性に

ついて検討をいただきました。 

 提言ですが、将来的に建てかえの検討が必要

となるが、経営改善がその前提となるため、平

成２９年度までに現状の施設設備で経営上黒字

となるよう要望する。もし黒字にならないので

あれば、公設民営とか売却、さらには廃院も覚

悟し、取り組まなければならない。 

 黒字化後、病院を建設するためには、早期に

基本方針を明確にし、建設計画に着手すべきで

ある。また、建設計画での結核病床について

は、建設費用負担の問題もあり、再検討すべき

と考える。 

 以上、建てかえの必要性は理解できるが、黒

字とならないのであれば、市民の皆様の賛同は

得られない。覚悟して経営が黒字となるよう取

り組むべきとの御提言であります。 

 最後に、４、地域との連携についてですが、

市立病院が地域の皆様に信頼され、利用され続

けるためには、地域社会との連携が必要不可欠

でありますので、どのようにして地域と連携を

図っていくか、必要な取り組みについて検討を

いただきました。 

 まず積極的に地域の会合等に参加し、健康講

座を開催するなど、地域社会との交流を通して

信頼関係を構築する。そして、病院と地域が一

体となって経営改善を図り、地域の声を診療に

生かす。さらに、住民の方々に病院存続の危機

意識を共有していただき、積極的に病院を利用
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し、地域全体で支援する体制をつくっていただ

くなど、病院が主体となって地域に語りかける

ことが重要だという御意見であります。 

 提言の内容につきましては、以上でございま

すが、提言を受けまして、市の方針を早急に明

らかにする計画であります。 

 具体的な今後の予定ですが、病院事業の総合

的な改革に取り組むため、市立病院あり方プラ

ンを策定することとし、先月４月末に病院と関

係部署で構成しますあり方プラン検討策定委員

会及び起案委員会を設置したところでございま

す。そして、第１回の合同会議を５月１７日に

開催し、８月上旬のプラン策定を目標に、起案

委員会を５回、策定委員会を２回開催し、市の

方針を明確にしたいと考えております。 

 以上、簡単ではございますけれども、あり方

検討会の提言についての御報告を終わります。 

○委員長（百田 隆君） 以上の分について、

何か御質問、御意見等はありませんか。 

○委員（山本幸廣君） よろしいですか。 

○委員長（百田 隆君） 山本委員、どうぞ。 

○委員（山本幸廣君） 松本事務長から説明あ

りましたが、これは院長に質問なんですが、今

回の提言の中でですね、院長のどのような今後

の考え方といいますか、そこらあたりをちょっ

と聞かせていただければなと思いますが、いか

がでしょうか。 

○市立病院長（永利憲一君） 市立病院のあり

方……。 

○委員長（百田 隆君） 手を挙げて言ってく

ださい。はい、永利市立病院長。 

○市立病院長（永利憲一君） 市立病院のあり

方といたしまして、この提言の中で申し上げら

れておりますけれど、まず、外来機能と入院機

能ということでいろいろと検討していただいて

おります。私たち病院といたしましても、外来

機能とですね、それから入院機能に関しまして

は、やはり提言されたのと同じような状況では

ないかなと思っております。 

 つまり、外来機能に関しましては、宮地地

区、こういった地区には全く開業の先生がおら

れませんので、あの地区にとってはもう絶対的

に必要な診療機関であろうと思いますし、地域

の方々もですね、絶対なくさないでほしいとい

う御意見がございました。それで、宮地地区で

この病院ができまして、既に６０年がたちます

けれど、発祥の当初のですね、宮地地区の方々

が一生懸命つくられた病院ですので、何とか維

持していけたらなという思いがあります。 

 それから、第２点目の入院機能に関しまして

は、もし市立病院がこのまま廃院となってなく

なってしまいますと、新しく病院をつくること

が全く八代地区にはできません。といいますの

は、既に病床数が余っておりますので、一たん

廃止になりますと、改めて別の病院機関が来て

６６床なりの病院をつくりたいと言いまして

も、全くつくることはできないということにな

っていますので、まず基本的に市立病院がなく

なりますと、新しい病院をつくることはできな

いということがわかっております。 

 それで、市立病院の機能としましては、現

在、総合病院でありますとか労災病院ですか

ね、こういった病院からたくさんの患者さんを

紹介していただいております。そして、総合病

院や労災病院が急性期の方々を診られる病院と

いうことですので、入院在院日数が非常に短く

制限されていますので、その入院日数が非常に

切迫されている状況で、そのまま労災病院であ

るとか総合病院であるとか、そういった急性期

の病院にはなかなか入院が続けられない状況に

なっておりますので、我々の病院でそういった

患者さんをですね、引き受けることができれば

と思いますし、現在も引き受けております。 

 それから、あと、特別養護老人ホームである

とか老健施設からですね、患者さんの状態が悪

くなりますと、現在紹介いただいておりますの
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で、これも現在と同じように維持できればなと

思います。 

 そして、こういった２次後方支援機関みたい

な形になりますので、昔の急性期を市立病院が

努力してという状況ではなくなっておりますけ

れど、市立病院が、この地域のおける地域医療

ということから考えますと、絶対必要な状況で

ないかなという思いであります。もし市立病院

のような病院がなくなってしまいますと、労災

や総合といった急性期の病院から出られた患者

さんが行くところがありませんので、私たちの

病院がそれを地域医療という観点からですね、

絶対維持していかなくちゃ、ここの地域医療は

崩壊するんじゃないかと私は思います。 

 それから、国のほうも地域包括ケアというの

をですね、最近盛んに言い始めておりますけれ

ど、シームレスの患者さんの治療からケアです

ね、につながる、市立病院は段階的役割とし

て、非常に重要な病院ではないかなと思います

ので、頑張ってですね、やれたらなと思うとこ

ろですけれど。ちょっと長くなりました。 

○委員（山本幸廣君） 委員長。 

○委員長（百田 隆君） 山本委員。 

○委員（山本幸廣君） ありがとうこざいまし

た。 

 松本事務長にお伺いしますが、今回の提言の

中で、公営企業法の全部適用の中での、（ウ）

なんですけども、これは経営基盤の安定につい

てのところなんですが、全職員で取り組む体制

が不可欠であるということの提言がなされてお

りますね。で、その反省では何かありますか。

現場でおられた事務長の考え方としてですね、

ちょっとお聞かせていただきたいと思います

が。 

○市立病院事務長（松本 浩君） はい。 

○委員長（百田 隆君） 松本市立病院事務局

事務長。 

○市立病院事務長（松本 浩君） はい。１つ

の目標に向かって体制づくりといいますか、院

長だけが頑張ってやっても、それはもう無理な

んですという。職員全員が一致団結しないと、

全部適用したからといって、体制をちゃんとし

なければうまくいかないですと、そういった御

意見でしたので、やはりそういった取り組みに

ついては、職員が１つになって取り組まなけれ

ばならないというふうに考えております。 

○委員（山本幸廣君） はい、委員長。 

○委員長（百田 隆君） 山本委員。 

○委員（山本幸廣君） 事務長の今の考え方の

中で、歴代の、今、事務長もずっとそういう考

えで来られたと思うんですけども、提言が、職

員全員が取り組む体制というのが不可欠という

のは、どういう指摘かわかりませんけども、一

生懸命やってこられたと思うんですね、事務長

初め全職員というのは。結果として、今のよう

な経営の体制になっているという状況でありま

すので、ここらあたりをやはりきちっとしたで

すね、トップリーダーというのが職員指導、情

報も含めてありますけども、徹底してなかった

のかなという、こういう言葉にも出でくるわけ

でありますけども、それはそれとしてですね、

病院の改修について、院長、ちょっとお伺いし

ます。 

 提言の中では、もし黒字にならないのであれ

ば、公営民営とか売却、さらには病院の廃院も

覚悟し、取り組まなきゃいけないと。黒字化後

の平成３０年度以降に市立病院の建設のため、

できるかぎり早く基本方針を明確にして、病院

の建設計画に着手すべきであるという提言があ

りましたですね。ありますが、これから、先ほ

ど来、事務長が言いましたように、市の方針を

早急に進めていかないけないということで、策

定の委員会を２回し、８月までには市の方針と

いうのを決めたいという状況でありますが、８

月までできますか、市の方針というのが。そん

なに早く出さなきゃいけないんですか。 
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 それには、私たちこの委員会でですね、委員

会もある程度ですね、これは皆さんと、執行部

と一緒になってですね、検討を私はすべきだと

思うんですね。提言書が今回初めて来て、この

ような状況で報告がありました。私たちもこの

あり方検討委員会の提言について、委員会とし

てのですね、いろんな検討をしていかないかん

し、また、審議をしていかなきゃいけないと思

うんですよね。 

 で、８月という、上旬、市の方針というの

が、市長以下、市の方針が８月までということ

のめどということの中で、きょうの委員会でで

すね、私は余りにもその期間がないような気が

してならないんですよね。そんなに早くできま

すか、これ。真剣ですよね。これはっきり言っ

てから、さっき提言の中で施設の改修について

も、いろんなぶれた面もあるし、そしてまた、

しっかりした、黒字でなければもう廃院しなさ

いよという提言じゃないですか。そういう状況

の中で、市執行部がですよ、完全にこの委員会

等々でですね、２回や三、四回でですね、８月

までに市の方針を出して。それが本当にできれ

ばいいんですけども、私たち委員会としては、

今、提言書を初めて見たんですが、なかなか厳

しい。 

 私たちもこれは委員会として、院長に私申し

上げたいんですけども、いろいろと会派なり、

そしてまた委員会なり、いろんなところの病院

等のですね、行政視察に行ってまいりました。

ところが、なかなかですね、現実と合わないで

すね、ギャップがあります。となれば、その事

例はどこにあるのかと。八代市立病院の病床か

らですね、職員体制から、そういう中での類似

の、はっきり言って市のですね、市立病院の近

隣、まあまあ、総合病院とか労災はちょっと対

象にならないと思うんですけども、経営的には

対象になるんですよね。 

 そういうのを考えた中でですね、もう少し私

は委員会としても、最終的なですね、建設計画

を目指すならば、まず黒字をなさないかぬとい

う提言されたんですね。はっきり言って、２９

年まで黒字にならんとしようがない、もうこれ

は廃院ですよという提言ですから。あり方検討

委員会ではですね。 

 だけども、市民から言えば、やっぱし市立病

院は残してほしいと。地域からもですね。院長

が言われたように。本当にこう、院長以下、執

行部も大変、市長も苦労されて、市の方針を出

さないかぬ。あるいは議会としても、私たちは

真剣にとらえていかないかぬと思いますので、

そこらあたりを８月上旬までという、今、報告

がありましたけれども、なるだけならば、委員

会でもですね、どんどんどんどん――、執行部

のその委員会に私たち議会がだれも出ないもん

ですから。メンバーに入ってないと思うんです

よね。結果だけ私たちにはですね、報告してか

らですね、審議の過程というのは何も提言をす

ることもできないし、そういうことじゃいけな

いと思うんですね。 

 これから、やっぱり議会と行政というのは、

しっかりした議論をしながら方向性を見出して

いくというのが、私はこれからの時代には一番

大事じゃないかなと思いますけど、いかがです

かね、院長。 

○市立病院長（永利憲一君） はい。 

○委員長（百田 隆君） はい、永利病院長。 

○市立病院長（永利憲一君） はい。なかなか

答えづらいところもあるんですけれど。 

 あり方検討会の提言をいただきまして、非常

に今、山本議員さん言われましたように、確か

に期日が短いというのは確かにそのとおりだと

私も思っております。 

 それで、一応、こういったプログラムを組ん

でやろうということになっておるんですけれ

ど、まず５月１７日に委員さん方にですね、現

状を説明して、協議検討事項等の説明をまずオ
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リエンテーションとして始めるということにな

っています。 

 それから１週間後の第１回起案委員会で、こ

こでまず第１回目の起案委員会の人たちによっ

て、検討協議をしていただくということになっ

ておりますけれど、さらに１週間後に第２回目

の起案委員会、それから６月に入りましては、

予定として６月２９日ですね、第３回。 

 それから、これを受けまして、７月の５日に

第１回目の策定委員会を行って、これまでのい

ろんな起案委員会で話されたことを妥当かどう

かですね、策定委員会で改めて検討させていた

だくというスケジュールです。 

 それから、さらにこれを受けまして、第４回

の起案委員会が行われまして、４回、５回と行

われて、さらに最後に、第２回目の策定委員会

を７月の２６日に行いまして、これを副市長で

すか、そちらのほうに結果報告をさせていただ

いて、先ほど事務長さんが言われましたよう

に、８月上旬に市長、副市長に報告するという

スケジュールなんですが。 

 この間で、なかなか、非常に議論が錯綜する

んじゃないかなという感じはするんですけれ

ど。また、錯綜したほうがいろんな意見が吸収

できてですね、よろしいかなとは思いますが、

逆に、あんまり意見が出なかった場合は、すっ

と流れていってしまって、本当に適切なあり方

プランができるかなという懸念がないわけでは

ありません。それで…… 

○委員（山本幸廣君） ちょっと、委員長、よ

ろしいですか。 

○委員長（百田 隆君） 山本委員。 

○委員（山本幸廣君） 私がなぜ心配するのか

というのは、我々議会というのは、執行部も一

緒なんで、６月の定例会があります。８月上旬

といいますと、どこに執行部が審議する時間が

あるんですかね。 

 定例会ではですね、はっきり言ってから、議

会というのは御存じのように、私は６月いっぱ

いは議会があると思うんですよね。７月いっぱ

いで、それが本当に、――もう７月ですよ。１

カ月ぐらいでこういう問題が解決するかなとい

うことも大変心配しておるんですけども。 

 そこらあたりについては、まだ今後ですね、

よろしければ院長、検討していただくようにで

すね、私からこれ要望であります、ぜひとも、

市長にそういう報告してください。そういう意

見があったということもですね。はい。 

○委員長（百田 隆君） 永利病院長。 

○市立病院長（永利憲一君） タイムスケジュ

ールにつきましては、また事務局で検討してい

ただきまして、それから市長さんのほうにです

ね、また相談させていただくということでよろ

しいでしょうか。 

○委員長（百田 隆君） じゃあ、よかですか

ね。はい。では、ほかにございませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中 茂君） 確かにですね、５ペー

ジのイのところの入院機能、外来機能と入院機

能とあるんですが、確かに現状ではですね、こ

ういうことがあったと思うんですが、総合病院

と労災病院が充実をされるということからしま

してですね、これがこのまんまなるのか、ある

いはもっともっと八代圏域外から、特に芦北、

水俣のほうとか、あるいは球磨のほうとか、そ

ういうところからですね、八代の医療機関の充

実によってですね、かなりの、何と言います

か、入院とかですね、いろんな面で患者さんが

ふえられるという可能性を持ってると思うんで

すね。 

 そうしますとですね、今でも２つの大きな病

院さんは、待ち時間は非常に多いとかですね、

いろいろありまして、あるいは紹介とかあって

非常に難しいということからしますと、そこい

らも確かに今ではまだ総合病院さんがどうい

う、かなり拡大されております。労災病院さん
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も拡充はされておりますけれども、そういうの

の見きわめがかなり必要ではないかと。 

 そういうような中でですね、やっぱり非常に

市立病院のあり方といいますか、非常に大事だ

と思いますので、提言されたのと付加してです

ね、さらに市の検討委員会で検討されることを

含めながらですね、今、山本委員も言われたよ

うに、８月までと言われるのを、なるべく充実

した形で審議をしていただきましてですね、も

うこのチャンスというのは今しかないと思うわ

けですね。 

 ということは、やはり財源の問題が一番問題

になってくると思います。確かにあり方とです

ね、財源の問題では、今、合併特例債というの

がありまして、それが延びるんじゃないかとい

うのもあるんですが、それがなければですね、

なかなかこう厳しいんじゃないかというのもあ

りますので、そこいらも含めながらですね、早

く充実した審議をされてですね、そして、今申

しました八代総合病院なり労災病院のですね、

充実とあり方といいますか、そこいらも把握さ

れての取り組みと思うんですが、そこいらにつ

いては、事務長、今、どのような取り組みにな

ってますでしょうか。 

○委員長（百田 隆君） 松本市立病院事務局

事務長。 

○市立病院事務長（松本 浩君） 前回、途中

のあり方検討会の御報告をさせていただいたと

きに、市立病院の特徴ある診療といいますか、

そういったのをですね、やはり目指すべきだと

いう御意見があったかと思いますけれども、や

はり入院機能については、急性期からの受け皿

的な機能ですね。 

 と、外来につきましては、こちらの提言の中

でございます、今後高齢者の方々が多くなりま

すし、高齢者の方はいろんな疾患を持っていら

っしゃいますので、今、市立病院が内科、外科

というように分かれて診療してるんですけれど

も、分けるのでなくて、総合的に診る診療、高

齢者を対象にしたですね。そういった特徴ある

診療をしたらどうだろうかというふうには思っ

ております。 

 以上でございます。 

○委員長（百田 隆君） 田中委員、いいです

か、それで。 

○委員（田中 茂君） それとですね、やはり

ここにも施設の改修というのが出てはいるんで

すけど、さっき申しました２９年度まで待って

ですね、そしてどうこうというのではどうかな

と。時期的にどうかなと。さっき、財源確保の

問題からしましてですね、あるわけですが、や

はり決して宮地地区を否定するものでなくてで

すね、やっぱり宮地地区は今までも頼りにして

こられたちゅうのもあると思うんですが、改築

ちゅうのは、現時点での改築なのか、あるいは

移転改築なのがですね。そこいらもですね、含

めて、もちろん宮地地区というのが中心にはな

るかもわかりませんけれども、人口の増大地区

であるかどうかの問題もありますし、やはり宮

地地区と太田郷地区の一部とか、あるいは高田

のほうもですね、エリアとして見られるとか、

そういうのがなければですね、一応地域的にも

そうですが、それと大病院になかなか待ち時間

とかいろんなのがあって大変だから、できたら

市立病院が拡大されたら市立病院に行こうかと

言われるところもあると思いますので、そこい

らをですね、ちょっと広域的にもう少し検討さ

れる見通しがあるかどうかですね。移転も含め

てですね。そこいらについては事務長、どうで

しょうか。 

○委員長（百田 隆君） 松本市立病院事務局

事務長。 

○市立病院事務長（松本 浩君） はい。どう

いった病院づくりをするか。やはり機能プラス

規模の問題がかかってくると思います。それと

もう１つ、結核病棟をどうするかですね。 
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 移転となると、なかなか候補地といいます

か、そういったところから、なかなか難しい面

もあるかと思いますので、そこも含めて検討し

なければ……私のほうからちょっと言えないん

ですけど、そこをどうするかということを建設

計画で明らかにしなくてはならないのかなとい

うふうに思いますけれど。 

○委員（田中 茂君） それとですね。 

○委員長（百田 隆君） 田中委員。 

○委員（田中 茂君） 今、結核病棟が３０床

でしたですか、あって、あきが非常に大きいと

いうことがあって、今後、今の一般病棟と結核

病棟の融通性といいますか、なかなかそう大幅

にはできないと思うんですけど、例えば一部結

核病棟を縮小してですね、一般病棟をその病床

拡大に充てられるかどうか、そこいらについて

はどうなんでしょうか。 

○委員長（百田 隆君） 永利市立病院長。 

○市立病院長（永利憲一君） 結核病床はです

ね、一般病床に転換するのが一番いいんですけ

れど、これは基本的に転換できないということ

が言われてますので、結核病床ちょっと縮小し

て、その分を一般病床に回すことが全くできな

いという決まりになっております。私も病院と

しては、一般病床をですね、ふやしたいという

気持ちは重々あるんですけども、まあ、難しい

という状態ですね。 

○委員（田中 茂君） わかりました。 

○委員長（百田 隆君） ほかにございません

か。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（百田 隆君） 幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。先ほど、あり

方プランの起案委員会と策定委員会、この２つ

があるということだったんですが、メンバーを

教えていただいてよろしいですか。（｢後ろに

書いある」と呼ぶ者あり）どこに書いてあるん

ですか。 

○市立病院事務長（松本 浩君） はい。 

○委員長（百田 隆君） 松本市立病院事務局

事務長。 

○市立病院事務長（松本 浩君） 策定委員会

でございますけれども、７名でございます。病

院のほうからは院長、副院長と事務長、３名

で、関係部といたしまして企画戦略部、総務

部、健康福祉部、建設部の４部でございます。 

 それと、起案委員会は全部で１０名でござい

ます。病院からは医局長と医師、医員ですね。

医師、医員と事務長と総看護師長、４名。それ

と関係課でございますけれども、企画政策課、

行政改革課、人材育成課、財政課、はつらつ健

康課、建築住宅課、全部で１０名でございま

す。 

 ５月１７日に策定委員会と起案委員会の合同

委員会をしてございます。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（百田 隆君） 幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。ありがとうご

ざいます。ずっと思ってたことがあって、今回

この提言書の中に、かなり踏み込んで、厳しい

御意見もあるのかなというふうに思うんですけ

れども、これはそもそも市が市立病院を本当に

今後どうしていくのかということの一つの材料

だというふうに思うんですね。 

 で、どちらかというと、これまで八代市立病

院については経営改善計画であるとか、いろん

な改革を立てられてきてるわけですけれども、

それが本当に市の全体の課題として検討されて

きたのかなというふうなの一つありました。ど

ちらかというと、そのことが病院だけにという

か、病院に重きを置いて、この課題については

病院で解決していくべきじゃないかというふう

なことがあったんじゃないか。だけん、本来で

あれば市立病院のあり方については、前々から

ですね、大きく課題としては上げられてきたも

のが、なかなかにして市全体の課題として取り
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上げられてきたような経過というか、中身がよ

く見えなかったんでですね。 

 今回、そういった意味では、今、策定委員

会、起案委員会というところにこれだけの課が

入りながら、全体共有をしながら、今後あり方

のプランを検討されていくというふうに思いま

す。 

 で、先ほど山本委員のほうから、本当に８月

上旬にこれができるのかというふうなこともご

ざいましたけれども、片方では急ぐという問題

と、片方では本当にこの中身を１つの提言とし

て、具体的に検討できるようなですね、時間が

本当にタイトだなという心配もあるところで

す。 

 だから、１つのめどどして、８月上旬という

ものを目指されるということについては理解を

しますが、その中身について、本当にこれが今

後の市立病院のあり方の根幹になるものだとい

うものができるまではですね、慎重に進めてい

ただきたいと思いますし、市の全体のですね、

私、環境センターの建設と余り変わらないとい

うふうに思うんですよ。喫緊の課題だというふ

うに、ごみの問題が喫緊の課題だというふうに

言われて、今、市の全体のですね、課題とし

て、建設をどうするかということを検討されて

いるということと同じように、やっぱりこの市

立病院のあり方も同じようにですね、市の、本

当に八代市の今後、病院をどうするかという大

きな問題だと思いますので、市立病院だけに負

荷がかかるのではなくて、市全体の課題とし

て、また委員会も含めてですね、この議会も含

めてつくり上げられていくような、そういった

ふうに進め方を要望をしたいと思います。 

○委員（山本幸廣君） 委員長、よろしいです

か。 

○委員長（百田 隆君） 山本委員。 

○委員（山本幸廣君） これは事務長と院長、

今、幸村委員が言われましたが、私たちも経済

企業という所管の中に入って、市立病院の建設

問題についても検討した経緯があります。所管

だからこそですね、一生懸命に前向きに検討し

ていかないかぬというふうに思っております

が、今回の提言書の中に、私はですね、３番目

の施設の改修について、前段は外来だろうが入

院だろうがですね、当たり前の、私は、ことな

んですよ。私から言わせれば。 

 ただ、問題は施設の改修なんですね。これに

ついてはですね、もう避けて通れないんです、

院長、事務長。なぜかといいますと、未診断で

しょう、耐震は。避けて通れないんですよ。で

すから、じゃあどうするかということなんです

ね。黒字にならなければ云々という問題じゃあ

りませんよ。大変なところに今入院患者をです

ね、外来患者をですね、１つの箱物の中に、

で、そこで、はっきり言って、いつ、どこで何

が起こるかわからない。東北大震災じゃありま

せんけども、やはり日奈久の断層もありますし

ですね、そういう状況を考えたならば、私は今

の現施設のままで治療を続けることは不可能で

あると、こういうところまでですね、提言され

たんですね。そんな結論を出されたという、私

は形だと思うんですね。 

 今まで庁内で検討委員会、ずっと検討してい

ただいた。ただ、提言書の文章が出なかっただ

けのことなんですね。文章が出てればですね、

これはもう前に解決してたんですよ、大体は。

私は思いますよ。あり方検討委員会のメンバー

に対して失礼な話ですけども、私は常識で当た

り前のことだと思いますよ、これは。 

 だからですね、事務長、これについてです

ね、黒字にならぬとしゃがなということじゃあ

りませんよね。耐震が未診断ですから、もう絶

対改修をしなければいけないという、私はその

方向でですね、前に進んでいただきたいと、私

はそう思います。 

 そうするか、今、先ほど来のこの施設の改修
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についてもですね、その次なんですよ、大事な

のは。平成２５年度の公営企業法の全部適用、

実施を目標にしてくださいと。ここなんです

ね。平成２５年からは。この公営企業法で、こ

れ院長、公営企業法で、どれだけの手続をしな

けりゃいけないのか。そこは私は全然わかりま

せん。そういうのも含めてですね、我々も勉強

していきたいと思っておりますし、最終的には

改修をするということの中でですね、進んでい

くような方向をですね、示さなければですね、

提言書を、またその提言書を見ながらですね、

またうちで何回も何回もしていかないかぬ。審

議していかないかぬ。中身というのは、前段、

今までずっと、今、幸村委員が言われたよう

に、私たちは審議してきましたよ。 

 ところが結論が出なかっただけのことであっ

てですね、その結論が先ほどより元副議長が言

われたようにですね、財政の問題が絡んでくる

んですね。３０億かかれば４０億かかれば、ど

うやって返済していくのかと、ですね、そうい

のもですね、やっぱはっきりした中でですね、

これから進んでいかなければ、私は今回の提言

というのは、私は当たり前の提言かな思ってお

りますので、あとはやる気の問題だと思います

ね。 

 まあ、そういうことで、８月上旬に、今、幸

村委員が言われましたように、目標はこれです

けども、やはり審議する場所というのは真剣に

審議し、いろんな類似の都市の市立病院のです

ね、私は視察研修して、そのほうが一番早いと

思うんですね。経営手腕のあるところの、院長

には申しわけないんですが、うちが、なぜ総合

病院さんがあれだけの黒字を出されたのかと。

何かされたとかなんかじゃなくしてですね、当

たり前の実績が上がってきたわけですね。だか

ら建てかえができたという、これは実例がある

わけですね。その実例を、どうやって精査をし

ていって、自分たちの中でですね、八代市立病

院というのを改築、私はしなければ絶対入院、

外来もふえないと思いますよ。 

 今まで院長が一生懸命、職員もやってきて、

これが結果としてはそういう結果になってるわ

けですから、やはり新しい施設の中で、市民サ

ービス、行政市民サービス、医療サービスをし

ていくというのは、これは公立病院のですね、

今、問われている、公立病院を廃止しないでほ

しいという、これが強いんですよ、今。民間だ

けに任せたらどうなりますか。八代市役所は財

政的にパンクしますよ。ということを申し添え

ておきたいと思います。 

○委員長（百田 隆君） ほかにございません

か。 

 じゃあ、ないようでしたら、以上で、市立病

院あり方検討会からの提言書についてを終了い

たします。 

○委員長（百田 隆君） それでは、そのほ

か、当委員会の所管事務調査について何かあり

ませんか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（百田 隆君） 前川副委員長。 

○委員（前川祥子君） はい。行政視察の件を

皆さん一度お考えいただきたいなというふうに

思います。 

○委員長（百田 隆君） ただいま、前川副委

員長より本委員会の管外行政視察についての御

意見が出ましたが、いかがいたしましょうか。

まず、するかしないかということで。 

○委員（山本幸廣君） しましょう。気合を入

れて。 

○委員長（百田 隆君） しますですね。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（百田 隆君） それでは日程等の調

整のため、しばらく小会いたします。 

（午後３時４７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５６分 本会） 
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○委員長（百田 隆君） 本会に戻します。 

 それでは、本委員会の管外行政視察について

は、７月２３日の週と７月３０日の週で調整を

したいと思いますが、これに御異議ありません

か。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（百田 隆君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程はすべて終了いた

しました。 

 これをもって経済企業委員会を散会いたしま

す。 

（午後３時５７分 閉会） 
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